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・令和８年度まちの予算
・健康診断　脳ドックの案内
・まちのわだい 洞爺湖町がめざす 15 歳の姿
・さわやかだより こども家庭センター開設！

お
も
い
で
の
学
び
舎
か
ら
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Hello New Baby

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん

人 口 と 世 帯 の 動 き
（先月比）

今月の表紙

目 次
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男 ………………………………3,557 人
女 ………………………………4,162 人
計 ………………………………7,719 人
世帯 …………………………4,700 世帯
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（－ 10）
（ － 2 ）

＜2月28日現在＞

イベントカレンダー23

消防だより21

世界へ発信！２つのユネスコ遺産22

さわやかだより
こども家庭センター 4月より開設！

19

お知らせ
心からおくやみ申し上げます
わたしのうた
児童手当・児童扶養手当制度のお知らせ

15

３

ワンポイント手話

pickup news
真冬の災害に備えて
～有珠山火山噴火総合防災訓練～

まちのわだい12

8 6 月の健康診断のお知らせ

24 spotlight

東奔西走／町公式 LINE を友だち追加！
嘱託警察犬を育てる久保田環さん

読書の家から
地域おこし協力隊通信　vol.95

20

4 令和 8 年度 まちの予算

令和 8 年度 脳ドック検診のお知らせ11

春の町内一斉清掃春の町内一斉清掃
を実施します！を実施します！

　道路わきにポイ捨てされた「空き缶・紙
くず」などのゴミを拾って、私たちの手で
美しいまちを守りましょう。皆さんのご協
力をお願いします。
※一般家庭のごみ・庭の枯れ草・剪定枝、
道路の土砂などは、収集を行いませんので
ご留意ください

日時 ： 4月19日（日） 午前7時から

※集めたゴミは、ゴミステーション前に集
めてください（一般家庭のごみと明確に区
別してください）
※各自治会に指定ゴミ袋（透明のゴミ袋）
を配布します
※集められたゴミの回収は、午前 8時から
行います

寺島 彩葉ちゃん                  
いろは

翔さん・円可さん
1 月 27 日生　入 1 区

虻田中学校で卒業式が行われ
ました。４月から虻田小学校
に移転するため、現校舎では
最後の卒業式となり、思い出
深い校舎から巣立っていく卒
業生のため教職員、在校生、
保護者から大きな拍手が送ら
れました。

人事異動のお知らせ14
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毎月、職員が今月の手話を紹介します。
第 78回目は本町保育所職員です。
■問合せ	健康福祉課福祉支援係（☎ 76-4006）

手話
ワンポイントワンポイント

両手をグーにして両胸を同時にトントンと２回たたきます

有
珠
山
火
山
噴
火
総
合
防
災

訓
練
が
２
月
28
日
、
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
有
珠

山
の
山
頂
噴
火
を
想
定
。
積
雪
の

影
響
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
初
め

て
冬
季
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

防
災
行
政
無
線
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

で
11
時
に
避
難
指
示
が
発
令
。
虻

田
地
区
・
洞
爺
湖
温
泉
地
区
内
16

カ
所
に
設
置
し
た
一
時
集
合
場
所

で
は
、
避
難
者
が
氏
名
、
住
所
、

連
絡
先
な
ど
を
避
難
者
カ
ー
ド
に

記
入
し
、
有
事
の
際
に
生
か
せ
る

よ
う
自
宅
か
ら
の
移
動
に
か
か
っ

た
時
間
や
ル
ー
ト
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
バ
ス
で
避
難
場
所

に
向
か
い
、
全
て
の
参
加
者
が
無

事
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

陸
上
自
衛
隊
第
71
戦
車
連
隊
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
炊
き
出
し
を
実
施
。
気
象

予
報
士
の
菅
井
貴
子
さ
ん
が
講
演

を
行
い
、
近
年
の
気
象
災
害
と
報

道
現
場
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
防

災
に
つ
い
て
常
に
関
心
を
持
ち
続

け
る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。

pickup news

真
冬
の
災
害
に
備
え
て

ー
有
珠
山
火
山
噴
火
総
合
防
災
訓
練
ー

「訓練」



令
和
８
年
度

令
和
８
年
度ま

ち
の
予
算

ま
ち
の
予
算

令
和
８
年
度
当
初
予
算
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
の
年
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
経
常
的
経
費
を

中
心
に
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
編

成
し
ま
し
た
が
、
町
民
の
暮
ら
し

を
守
り
、
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
す
る
た
め
、
医
療
・
福

祉
、
防
災
・
減
災
な
ど
の
安
心
・

安
全
対
策
や
子
育
て
・
教
育
分
野

へ
の
支
援
、
そ
の
ほ
か
行
政
の
継

続
性
を
必
要
と
す
る
も
の
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

た
め
、
歳
入
不
足
を
補
う
た
め

に
財
政
調
整
基
金
（
町
の
貯
金
）

の
取
り
崩
し
を
見
込
み
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課
財
政
係

（
☎
74

－

３
０
０
４
）

一般会計

76 億 7,300 万円

前年度比
6億2,100万円（7.5％）減

▶

特
別
会
計

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

事
業
費
納
付
金
な
ど
の
減
少
に

伴
い
、
前
年
度
比
３
７
１
０
万

円
、
３
・
１
％
の
減
額
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
職

員
人
件
費
な
ど
の
増
加
に
伴
い
、

前
年
度
比
３
２
０
０
万
円
、
２
・

５
％
の
増
額
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金
が
増
額
と
な
り
、
前

年
度
比
３
１
０
８
万
円
、
15
・

４
％
の
増
額
。

　

歳
入
は
、
令
和
８
年
度
に
導

入
予
定
の
宿
泊
税
に
お
い
て
増

額
と
し
、
町
税
全
体
で
前
年
度

比
６
９
１
５
万
円
、
５
・
７
％

の
増
額
、
地
方
交
付
税
は
令
和

７
年
度
国
勢
調
査
の
人
口
減

少
な
ど
を
勘
案
し
、
前
年
度
比

１
億
７
５
０
０
万
円
、
４
・
８
％

の
減
額
を
見
込
み
ま
し
た
。
国

庫
支
出
金
で
は
、
主
に
自
治
体

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
係

る
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
補

助
金
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年

度
比
２
億
４
３
５
万
円
、
28
・

１
％
の
減
額
、
寄
付
金
は
、
洞

爺
湖
マ
ラ
ソ
ン
や
北
海
道
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
に
係
る
ふ
る
さ
と

納
税
寄
付
金
の
増
額
を
見
込
み
、

前
年
度
比
１
９
０
万
円
、
０
・

６
％
の
増
額
で
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
必
ず
支
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
的
経
費

歳 入

町税

12 億 8,545 万円
（16.8％）

繰入金

3 億 5,169 万円
（4.6％）

諸収入

7,597 万円
（1.0％）

繰越金

2,000 万円
（0.3％）

使用料・手数料

2 億 1,082 万円
（2.7％）

分担金・負担金

4,344 万円
（0.6％）

財産収入

3,483 万円
（0.4％）

寄付金

2 億 9,405 万円
（3.8％）

地方交付税

34 億 5,500 万円
（45.0％）

町債

6 億 7,450 万円
（8.8％）

国庫支出金

5 億 2,293 万円
（6.8％）

道支出金

3 億 5,862 万円
（4.7％）

地方消費税交付金

2 億 3,500 万円
（3.1％）

地方譲与税

7,250 万円
（0.9％）

その他

3,820 万円
（0.5％）

の
う
ち
人
件
費
、
扶
助
費
及
び

公
債
費
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
投
資
的
事
業
と
し
て
は
、

（
仮
称
）あ
ぶ
た
保
育
所
建
設
事

業
、
公
営
住
宅
の
長
寿
命
化
計
画

事
業
な
ど
昨
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て

ら
れ
る
環
境
整
備
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
出
産
祝
い

金
の
支
給
、
保
育
所
保
育
料
の

完
全
無
償
化
、
子
ど
も
医
療
費

（
高
校
生
以
下
）無
料
化
な
ど
を

引
き
続
き
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
学
校
給
食
費
の
公
会
計

に
伴
い
、
食
材
購
入
に
係
る
費
用

を
新
規
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
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▶

公
営
企
業
会
計

水
道
事
業
会
計
は
、
減
価
償
却

費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
収
益
的

収
支
が
前
年
度
比
39
万
円
、
０
・

１
％
の
増
額
。
資
本
的
支
出
は
、

建
設
改
良
費
の
減
少
に
よ
り
、
前

年
度
比
１
６
７
６
万
円
、６
・
１
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、
修
繕

歳 出

議会費

6,817 万円
（0.9％） 総務費

7 億 8,028 万円
（10.2％）

民生費民生費

21 億 8,843 万円21 億 8,843 万円
（28.5％）（28.5％）

衛生費

5 億 3,232 万円
（6.9％）

労働費

320 万円
（0.0％）

農林水産業費

1 億 6,183 万円
（2.1％）

商工費

2 億 3,631 万円
（3.1％）

土木費

6 億 8,817 万円
（9.0％）

消防費

3 億 1,801 万円
（4.1％）

教育費

4 億 5,888 万円
（6.0％）

公債費

10 億 2,265 万円
（13.3％）

給与費

11 億 9,475 万円11 億 9,475 万円
（15.6％）（15.6％）

予備費

2,000 万円
（0.3％）

用
語
解
説

▪
一
般
会
計

町
の
会
計
の
中
心
と
な
る
の

が
一
般
会
計
で
す
。
行
政
運
営

の
基
本
と
な
る
経
費
の
全
て
を

計
上
し
た
も
の
で
、
町
行
政
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費
を
経
理
す
る
会
計
で

す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
と
ん

ど
が
、
一
般
会
計
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

▪
特
別
会
計

特
別
会
計
は
、
町
が
特
定
の

事
業
を
行
う
場
合
、
そ
の
他
特

定
の
収
入
を
特
定
の
支
出
に
充

て
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
分

し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
な
ど
、
一
般
会
計
と
分
け
て

町
が
条
例
で
設
置
す
る
こ
と
が

で
き
る
会
計
の
こ
と
を
言
い
ま

す
。
洞
爺
湖
町
に
は
、
国
民
健

康
保
険
、
介
護
保
険
、
後
期
高

齢
者
医
療
の
３
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

▪
企
業
会
計

企
業
会
計
は
、
独
立
採
算
制

を
原
則
と
す
る
、一
般
的
に
は
、

株
式
会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に

お
け
る
会
計
を
い
う
も
の
で
、

民
間
企
業
に
近
い
事
業
を
行
う

場
合
に
設
置
さ
れ
る
会
計
で
、

水
道
事
業
、
簡
易
水
道
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
の
３
つ
の
会

計
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

　

３
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ

た
予
算
総
額
は
27
億
２
９
４
９

万
円
と
な
り
、
前
年
度
比
１
・

０
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、
収
益

的
収
支
が
前
年
度
比
２
８
８
万

円
、
３
・
２
％
の
増
額
。
資
本
的

支
出
は
、
建
設
改
良
費
の
減
少

に
よ
り
、
前
年
度
比
２
３
０
万

円
、
２
・
２
％
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
、

資
産
減
耗
費
等
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
収
益
的
収
支
が
前
年
度

比
58
万
円
、
０
・
１
％
の
減
額
。

資
本
的
支
出
は
、
建
設
改
良
費

の
増
加
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
億
１
０
６
１
万
円
、
25
・
４
％

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

令和 8 年度  会計別予算額

（単位：万円、％）

会　計　名
令和8年度
予算額

令和7年度
予算額

増減額 増減率

一　般　会　計 76億7,300 82億9,400 △6億2,100 △7.5

特　別　会　計 27億2,949 27億351 2,598 1.0

		国民健康保険 11億6,360 12億70 △3,710 △3.1

		介護保険 13億3,350 13億150 3,200 2.5

		後期高齢者医療 2億3,239 2億131 3,108 15.4

水道事業
会計

収益的収支 2億9,460 2億9,421 39 0.1

資本的支出 2億5,883 2億7,559 △1,676 △6.1

簡易水道
事業会計

収益的収支 9,250 8,962 288 3.2

資本的支出 1億307 1億537 △230 △2.2

公共下水道
事業会計

収益的収支 6億7,840 6億7,898 △58 △0.1

資本的支出 5億4,662 4億3,601 1億1,061 25.4

合　　計 123億7,651 128億7,729 △5億78 △3.9

「骨格予算」
　首長選挙を控えた
自治体が最低限必要
な経費を盛って編成
する予算のことをい
います。選挙後の補
正予算において、新
しい首長の政策的な
意向を反映させた事
業を加える「肉付け
予算」が編成される
ことになります。
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一
般
会
計
の
主
な
事
業

▶子ども医療費助成事業（高校生以下
の医療費無償化）…1,305 万円

▶出産祝金給付事業…290 万円

▶子どもインフルエンザワクチン接種
事業…176 万円

▶保育料無償化事業…486 万円

▶ファミリー・サポート・センター事業
…564 万円

▶高校生通学費等助成事業…680万円

１子育
て
支
援

▶橋梁長寿命化計画に基づ
く修繕工事…2,600 万円

▶町営住宅維持管理・修繕
…1億 4,109 万円

２生活
基
盤
の
整
備

▶地域おこし協力隊活動事業
…2,979 万円
▶チャレンジショップ支援事業
…301 万円
▶住まいる中古住宅取得支援
事業…250 万円

３定住
促
進

産業振興

▶多面的機能支払事業補助…2,362 万円

▶機能保全計画策定事業…3,000 万円

▶漁業系廃棄物処理施設運営補助…2,000 万円

商工振興

▶地域活性化支援事業…3,418 万円

観光振興

▶にぎわい広場イルミネーショントンネル事業…400万円

４地域
の
賑
わ
い
の
創
出
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令和 6年度
令和 7年度
（見　込）

令和 8年度
（見　込）

一般会計 85億 3,754 87 億 3,786 84 億 5,630

水道事業会計 10億 9,230 11 億 5,774 12 億 2,718

簡易水道事業会計 3億 7,362 3 億 8,119 3 億 9,310

公共下水道事業会計 17 億 8,299 16 億 7,383 17 億 5,033

合　　計 117 億 8,645 119 億 5,062 118 億 2,691

令和 6年度
令和 7年度
（見　込）

令和 8年度
（見　込）

財政調整基金 12 億 1,734 13 億 3,733 11 億 5,428

減債基金 1億 9,327 2 億 630 2 億 700

特定目的基金 17 億 1,455 19 億 5,363 19 億 9,088

合　　計 31 億 2,516 34 億 9,726 33 億 5,216

（単位：万円） （単位：万円）

地方債（借金）の残高 基金（貯金）の残高

▶小中学校特別支援教育支援員・介護員配置事業…4,169 万円

▶AI ドリル導入事業…203 万円

▶虻田高等学校支援事業…491 万円

▶中学校部活動支援事業…216 万円

▶ICT モニター更新事業…112 万円

５教育
環
境
の
充
実

▶虻田地区コミュニティバス運行補助事業…6,499 万円

▶デマンド交通委託事業…2,351 万円

▶デジタル地域通貨（とうやコイン）運営事業…702 万円

▶地域活性化企業人派遣事業…1,585 万円

▶（仮称）あぶた保育所新築事業…4億 9,684 万円

▶ふれ合いセンター音響機器更新事業…212 万円

▶給食センター食材購入事業…3,821 万円

▶西いぶり広域連合旧中間処理施設解体事業…9,084 万円

６その
他
の
主
な
事
業
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６月の集団検診
健康福祉センターさわやか・洞爺ふれ愛センターで受診
（病院で受診する場合は９㌻、集団検診の年間スケジュールは 10㌻を参照）

１ 受診日・会場・時間を選択
地区 虻田地区 洞爺地区

日程 ６月４日（木）
５日（金） ６月３日（水）

会場
健康福祉センター
さわやか
（栄町 63番地１）

洞爺ふれ愛センター
（洞爺町 132 番地２）

受付
時間

①７時～７時20分
②７時30分～７時50分
③８時～８時20分

④８時30分～８時50分
⑤９時～９時 20分
⑥ 10 時～ 10 時 20分

※⑥は肺がん検診のみ

備考

★託児サービスがあります
⑤の受付時間のみ。申し込み時に申出ください
★車のない人の送迎を行います（希望者のみ）
④⑤の受付時間のみ。申し込み時に申出ください

２ 料金について
国民健康保険・後期高齢者医療保険の加入者、生活保護
世帯は無料です。
40 歳以上 74 歳以下で特定健診を受診する場合は受診
券が必要です（５月上旬送付）。
上記の加入者以外（社会保険加入者など）は特定健診、
各種検診・検査は有料となります。

特定健診
年　齢 料　金

満 19 ～ 39 歳 自己負担額 2,000 円

満 40 ～ 74 歳
※被扶養者のみ

受診券が必要※各医療保険で自己負
担額は異なります

各種検診 (70 歳以上は無料 )
検診項目 対象者

胃がん検診
2,000 円

前立腺がん検診

大腸がん検診
1,000 円

ピロリ菌検査

肝炎ウィルス検診 　　　　		500 円

エキノコックス検診 無料

結核・肺がん検診 無料（喀痰検査 700円）

３ 受診内容を選択
⑴特定健診

19 歳以上 65 歳以上

健診
内容

　　　　・医師の診察
・身体測定
・腹囲測定

・血圧測定
・尿 /血液検査
・心電図 /眼底検査

追加
項目 なし

・運動器検査（５回立ち
上がり、握力、片足立ち）
・体組成計測定（筋肉量、
体脂肪率等の測定）
※希望者のみ。申し込
み時に申出ください

⑵各種がん検診
検診項目 対象者

胃がん検診
30歳以上

大腸がん検診

結核肺がん検診 19 歳以上

エキノコックス検診
小学３年生以上で初めての
人、令和３年以前に受けた人

前立腺がん検診 50歳以上の男性

肝炎ウィルス検診 満 40 歳以上で過去に一度
も受けたことがない人ピロリ菌検査

　　
　　注意事項
・全て予約制で受付は先着順です
・年齢、健康保険の種類で健診の内容などが変わります
・年度内に対象年齢に達する人も受けられます
・40歳以上の被扶養者は、各医療保険者が発行する受診
券を持参すると集団検診を受けられます。受診券が無
い場合は加入中の医療保険者へお問い合わせください
・40歳以上の洞爺湖町国保以外の医療保険加入者は職場
健診を受けてください。がん検診は受けられます（有料）

予約の際は 10㌻の申込書を使用してください

健康診断の
お知らせ
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個別検診
医療機関で受診
医療機関では年間を通して受診できます。受診前に予約が必要です。生活習慣病を治療中の後期高齢者は個別検
診を受けられないのでご注意ください（集団検診は受けられます）

集団検診の情報は 10㌻へ

⑴実施医療機関
胃がん

（バリウム）
40 歳～

胃がん
（内視鏡）

50 歳～

大腸がん
40 歳～

肺がん
40 歳～

乳がん
40 歳～

子宮がん
20 歳～

特定健診
40 歳～

洞
爺
湖
町

洞爺協会病院	 （74 ｰ 2555） ● ● ● ●

洞爺温泉病院	 （87 ｰ 2311） ● ● ● ●

石田内科胃腸科	 （76 ｰ 3838） ● ●

洞爺ファミリークリニック（76 ｰ 3239） ●

ひじり在宅クリニック	 （76 ｰ 4838） ●

峰村内科クリニック	 （76 ｰ 1515） ● ●

伊
達
市

伊達赤十字病院	 （23 ｰ 2211） ● ● ● ● ● ●

交雄会だて病院 （21 ｰ 5551） ● ● ●

川口内科クリニック	 （22 ｰ 1512） ● ● ●

小熊内科クリニック	 （21 ｰ 5566） ● ●

末永町内科クリニック	 （22 ｰ 6622） ● ●

野村内科循環器科	 （21 ｰ 3700） ● ● ● ●

守谷内科医院	 （23 ｰ 6633） ● ● ●

札
幌
市
対がん協会札幌がん検診センター

（011 ｰ 748 ｰ 5511）
● ● ● ● ● ● ●

１．伊達市の「元町内科クリニック」、「聖ヶ丘病院」、「だてクリニック」では特定健診のみ受診できます。受診
	 希望者は直接医療機関へお問い合わせください
２．豊浦町の実施医療機関は健康福祉センター（76 ｰ 4006）へご確認ください
３．特定健診の受診の際には受診券が必要です。国保加入者には５月上旬に各家庭へ郵送予定です
４．R8年度より対がん協会札幌がん検診センターで胃内視鏡検診を受けられるようになりました。50歳以上対
	 象で２年に 1度の受診となります

⑵個別がん検診料金
社会保険加入者は集団検診とは料金が異なります。国民健
康保険加入者、後期高齢者医療保険加入者、町民税非課税

世帯、生活保護世帯はいずれの検診も無料です。

検診項目 国民健康保険・後期高齢
者医療以外の健康保険

胃がん検診（バリウム） 3,200 円

胃がん検診（内視鏡）
※札幌がん検診センターのみ 5,000 円

大腸がん検診 1,300 円

肺がん検診 1,200 円

乳がん検診 2,800 円

子宮がん検診
頚部細胞診 2,000 円

頚部細胞診＋体部細胞診
3,800 円

▼個別検診を受診する際の持ち物
（下記の書類などを医療機関に提示してください）
・洞爺湖町国民健康保険加入者、後期高齢者医療保
険加入者は資格確認書またはマイナンバーカード
・生活保護世帯は生活保護が確認できる書類
・町民税非課税世帯は非課税証明書（役場住民税
務課で発行手続きを行ってください）
※がん検診の結果で「精密検査が必要」だった場
合、町の保健師が受診状況や結果の確認のため連
絡する場合がありますのでご協力をお願いします

ージへ

検診項目
対象年齢

医療機関（電話番号）
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洞爺湖町特定健診・各種がん検診年間スケジュール
集団検診
全て予約制です。検診の約２カ月前から町のホームページやLINEなどで受付開始をお知らせします。スマホ、
インターネットからは年間を通して予約可能です。

検診 会場 特定 胃 大腸 肺 前立腺 乳 子宮 肝炎 ピロリ エキノ 脳

６月３日（水）
特定・がん
検診

洞爺ふれ愛
センター

● ● ● ● ● ● ● ●

６月４日（木）
５日（金）

健康福祉センター
さわやか

● ● ● ● ● ● ● ●

①６月29日（月）
～７月１日（水）脳ドック

検診
健康福祉センター
さわやか

●
②８月31日（月）
～９月２日（水）

10月27日（火）
札幌検診
バスツアー

対がん協会札幌
がん検診センター

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

11月４日（水）
特定・がん
検診

洞爺ふれ愛
センター

● ● ● ● ● ● ● ●

11月５日（木）
～７日（土）

健康福祉センター
さわやか

● ● ● ● ● ● ● ●

令和９年
１月21日（木）

乳がん
子宮がん
大腸がん
検診

※詳細は1カ月前
にホームページ掲
載予定

● ● ●

１月22日（金）

２月４日（木）
特定・がん
検診

健康福祉センター
さわやか

● ● ● ● ● ● ● ●

２月５日（金）
洞爺ふれ愛
センター

● ● ● ● ● ● ● ●

▼お知らせ
毎年９月に実施していた結核予防会による巡回結核・肺がん検診は、令和８年度より中止となりました。
北海道対がん協会の集団検診でも同様の検診を受診できますので希望者は申込みをお願いします。
問合せ　健康福祉課健康推進係（☎ 76 ｰ 4006）

健
康
診
断
申
込
書 ▶５月 15 日（金）まで

健康診断のお知らせ

キリトリセン

氏　名 生年月日 住　所 電話番号 健康保険
種類 希望日 希望受付

時間 希望する検診の種類 送迎

（例）洞爺太郎 Ｓ〇年〇月〇日 栄町 58 12 ｰ 3456 国保 ６/５ ①
特定健診・追加項目（運動器）
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎・
ピロリ菌・エキノコックス

×

特定健診・追加項目（運動器）
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎・
ピロリ菌・エキノコックス

特定健診・追加項目（運動器）
胃・大腸・肺・前立腺・肝炎・
ピロリ菌・エキノコックス

必要事項を記入してファックスで送信してください。電話申込みは上記の内容をお知らせください。
 問合せ	 １．検診の内容（☎ 76 ｰ 4006）２．受診券について（☎ 74 ｰ 3002）

	 		 	 ３．ファックス（76 ｰ 1877）４．URL　https://logoform.jp/from/PN64/1455402
	 	 	 スマホでの申込みはＱＲコードから



１ 日時 
①６月 29日（月）～７月１日（水）
②８月 31 日（月）～９月２日（水）計 6日間
▼受付時間
8 時 25 分～ 11 時５分・12 時 55 分～ 16 時 15 分　
※７月１日（水）、９月２日（水）は午前のみとなります。
※受付時間は 45 分ごとに区切り、各時間４～５名ず
つお呼びします。

２ 定員
144 名（上記①・②を合わせた定員）

３ 対象
令和８年度内 40歳以上（S62.3.31 以前に生まれの人）
※洞爺湖町に住民票のある人
※令和７年９月・10 月に脳ドック検診を受診した人
は対象外
※初めての受診者、前回受診した脳ドック検診から期
間が長い人が優先
※検診日時は、申込み多数の場合は希望に添えない場
合があります

４ 会場
健康福祉センターさわやか（栄町 63番地１）
※ 65 歳以上で車が無い場合は公用車で送迎します。
送迎は乗り合いになるため、待ち時間が長くなる場合
が想ありますのでご了承ください。

５ 料金
2,000 円（生活保護・町民税非課税世帯は無料）

６ 申込受付期間
①・②の検診の受付を同時に行います。
①、②どちらも申し込む場合は５月 15 日（金）まで
に下記の申込書を参考の上、電話・ファックス・URL
より申込んでください。
※申込者が定員を超えた場合は抽選となり、６月上旬
までに抽選結果を郵送でお知らせします。合わせて当
選者には受診日時を通知します。

７ 脳ドックの内容と流れ
問診・血圧測定、MRI 検査（約 10 分）、医師からの結
果説明があります。
検診は 1時間～ 1時間半程度で終了となります。

！検査を受ける上での注意点！
・ペースメーカー装着の場合は受けられません
・手術で外科用クリップ、人工骨、ステントなどの金
属を埋め込まれている場合は検査を安全に受けられる
か、手術した医療機関に必ず確認してください
・脳血管疾患で治療中など、医療機関で頭部MRI 検査
を継続して受けている人は受診する必要はありませ
ん。また、病院の検査機器より画像を撮影する間隔が
広く、血管もすべては撮影できないため、気になる症
状がある場合は病院での検査をお勧めしています

▼脳ドックの予約・内容の問合せ先
健康福祉課（健康福祉センターさわやか内）
１．電話	 76 ｰ 4006
２．ファックス	 76 ｰ 1877
３．URL　https://logoform.jp/f/sFcRM
　スマホでの申込みはＱＲコードから

氏　名 生年月日 T　・　S　　  　年　  　月  　　日（満　　  歳）

住　所

電話番号
※日中連絡がつく番号を記載（携帯電話など）

世帯課税状況 非課税世帯　・　生活保護世帯　・　その他（課税世帯）

希望日時
なし　・　あり　（　　  月　  　日午前　  　時・午後　　  時）

※申込み多数の場合は、希望日時にそえない場合がありますので、ご了承ください。
「なし」および未記入の場合は、抽選後、こちらで日時の割り振りをしてご案内いたします。

送迎希望 なし　・　あり
※乗合のため、待ち時間が長くなることが想定されますのでご了承ください

ファックス　76 ｰ 1877（ファックスで申し込む場合、番号や用紙の表裏を間違えないようお願いします）
※２人以上申し込む場合はそれぞれの氏名、生年月日を記載してください。令和７年９月・１０月に実施した脳ドック検診を受診
した人は対象外となります。また、初めての受診者、前回受診した脳ドック検診から期間が空いて長い人が優先となります。

 
脳
ド
ッ
ク
検
診
申
込
書

健
康
診
断
申
込
書

キリトリセン

令和８年度

脳ドック検診のお知らせ
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災害対策を再確認
自治会連合会研修会

Doはぐで避難所運営を体験する参加者Doはぐで避難所運営を体験する参加者

お互いの町を知る
箱根・洞爺湖のオンライン交流
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洞
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連
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が
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
の
役
員
な
ど
が
参
加
。

町
職
員
か
ら
町
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
改
め
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
防
災
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
住
友
静
恵
さ
ん

を
講
師
と
し
て
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー

ム
「
Ｄ
ｏ
は
ぐ
」
を
実
施
。
避
難
者

の
状
態
や
物
資
の
数
な
ど
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
避
難
所
を
運
営
し

て
い
く
の
か
考
え
ま
し
た
。

虻
田
・
と
う
や
小
学
校

の
３
年
生
が
姉
妹
都

市
で
あ
る
箱
根
町
の
小
学
校

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
ま

し
た
。

　
虻
田
小
学
校
は
10
日
、
と

う
や
小
学
校
は
４
日
に
実
施

し
、
お
互
い
の
町
の
特
徴
な

ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
名
産

品
な
ど
に
関
係
す
る
ク
イ
ズ

を
出
し
合
う
な
ど
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

令
和
10
年
４
月
、洞
爺
湖
町
で
は
、

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
義

務
教
育
９
年
間
を
一
体
的
に
と
ら
え

た
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
町
内
に
お
住
い
の

３
２
６
名
の
方
か
ら
、
義
務
教
育
を

終
え
る
15
歳
の
子
ど
も
に
「
こ
の
よ

う
な
姿
に
育
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う

理
想
像
に
か
か
わ
る
１
０
０
０
を
超

え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
い
た
だ
き
、
去

る
２
月
14
日
（
土
）
子
ど
も
た
ち
や

町
民
の
方
々
約
80
名
に
よ
る
熟
議
な

ど
を
経
て
、「
洞
爺
湖
町
が
め
ざ
す

15
歳
の
姿
」
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
は
地
域
の
宝
で
す
！

　
今
後
、
学
校
だ
け
で
な
く
、
町
民

総
が
か
り
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
て
い
く
目
標
と
し
て
、「
め
ざ

す
15
歳
の
姿
」
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

子どもたちの健やかな成長を願って
「洞爺湖町がめざす15歳の姿」が決まりました

PICK
UP!▶

▶

▶

洞
爺
湖
町
を
愛
し

夢
に
向
か
っ
て

世
界
と
つ
な
が
り

挑
戦
し
続
け
る
15
歳

ふ

る

さ

と

こ
ど
も

集まったキーワードについて熟議集まったキーワードについて熟議熟議の結果を発表熟議の結果を発表

◀
２
月
14
日
に
実
施
し
た
町
民

熟
議
の
様
子

１
29

２
4・
10

◀とうや小学校

虻田小学校▶



町内で行われたイベントや活動を紹介します
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子どもの勉強の必需品
商工会女性部が文具寄贈

子どもに豊かな感性を
洞爺湖 RCが図書寄贈

美しい演奏で聴衆を魅了
札幌交響楽団コンサート

洞爺の児童の給食づくりに貢献
佐藤教諭に教育実践表彰

■■■

表彰された佐藤さん（右）表彰された佐藤さん（右）

目録を手渡す内藤部長（左から２人目）目録を手渡す内藤部長（左から２人目）

目録を手渡す滝澤会長（右）目録を手渡す滝澤会長（右）

２
20

２
20

２
27

２
25

札
幌
交
響
楽
団
洞
爺
湖
公
演

２
０
２
６
が
、
洞
爺
湖
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
曲
目
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
交
響
曲

ロ
短
調
「
未
完
成
」
と
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
交
響
曲
第
５
番
「
運
命
」
の

２
曲
。
会
場
に
は
２
６
０
人
以
上
が

詰
め
か
け
、
プ
ロ
の
演
奏
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
目
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
一
糸

乱
れ
ぬ
美
し
い
調
べ
に
、
足
を
運
ん

だ
聴
衆
も
心
地
よ
さ
げ
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
町
商
工
会
女
性
部
（
内

藤
さ
よ
子
部
長
）
が
、
４
月

に
虻
田
、
洞
爺
湖
温
泉
、
と
う
や
の

小
学
校
３
校
に
入
学
す
る
新
入
生
の

た
め
、
町
教
育
委
員
会
に
文
房
具
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
２
０
２
０
年
に
始
ま
り
、

今
回
は
入
学
予
定
の
40
人
の
た
め
、

８
本
入
り
の
水
性
ペ
ン
セ
ッ
ト
が
43

個
贈
ら
れ
ま
し
た
。
渋
川
賢
一
教
育

長
に
目
録
を
手
渡
し
た
内
藤
部
長
は

「
子
ど
も
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
寄
付
は
続
け
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

洞
爺
湖
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
滝

澤
敏
哉
会
長
）
が
、
町
教
育

委
員
会
に
図
書
83
冊
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
例
年
行

わ
れ
て
お
り
、
今
回
は
町
内
の
小
学

校
３
校
、
中
学
校
２
校
か
ら
要
望
を

受
け
た
図
書
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
渋
川
賢
一
教
育
長
に
目
録
を
手
渡

し
た
滝
澤
会
長
は
「
本
を
読
ん
で
子

ど
も
た
ち
が
想
像
力
を
膨
ら
ま
せ
て

く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
」
と

願
っ
て
い
ま
し
た
。

と
う
や
小
学
校
の
栄
養
教
諭
、

佐
藤
の
ど
か
さ
ん
が
、
胆
振

管
内
教
育
実
践
表
彰
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　
佐
藤
さ
ん
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

と
う
や
小
に
勤
務
し
、
洞
爺
給
食
セ

ン
タ
ー
の
献
立
作
り
の
ほ
か
、
小
中

学
校
の
食
育
授
業
、
保
護
者
対
象
の

食
育
講
話
な
ど
の
業
務
に
精
力
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
佐
藤
さ
ん

は
「
地
域
の
皆
さ
ん
と
歴
代
の
栄
養

教
諭
、
生
産
者
の
協
力
の
お
か
げ
で

す
」
と
感
謝
し
て
い
ま
し
た
。

クラシックの名曲を演奏した札幌交響楽団クラシックの名曲を演奏した札幌交響楽団
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町
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動

を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
異
動
先
、︿
﹀内
に
異
動
元
、

氏
名
の
順
に
記
載
）。

︻
町
長
部
局
︼

■
部
長
職
▽
経
済
部
長
兼
建
設
課

長
事
務
取
扱︿
経
済
部
長
﹀佐
野
大

次
▽
洞
爺
総
合
支
所
長
兼
経
済
部

参
与（
農
業
振
興
）兼
農
業
振
興
課

長
及
び
洞
爺
総
合
支
所
地
域
振
興

課
長
事
務
取
扱︿
洞
爺
総
合
支
所

長
兼
経
済
部
参
与（
農
業
振
興
）﹀

若
木
渉

■
課
長
職
▽
経
済
部
産
業
振
興
課

長
︿
会
計
課
会
計
管
理
者
﹀
兼
村

憲
三
▽
会
計
課
会
計
管
理
者
︿
洞

爺
総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
﹀
後

藤
和
郎

■
課
長
補
佐
職
▽
総
務
課
自
治
防

災
室
長
︿
総
務
課
自
治
防
災
室
安

心
安
全
係
長
﹀
矢
野
和
男
▽
企
画

財
政
課
長
補
佐
︿
総
務
課
自
治
防

災
室
長
﹀
平
間
剛
志
▽
政
策
推
進

課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
︿
政

策
推
進
課
長
補
佐
﹀
飯
村
直
樹
▽

健
康
福
祉
課
主
幹
（
栄
養
）
兼
子

育
て
支
援
課
主
査
（
栄
養
）︿
健

康
福
祉
課
健
康
推
進
係
長
兼
子
育

て
支
援
課
主
査
（
栄
養
）﹀
仙
波

千
晴
▽
建
設
課
長
補
佐
︿
住
民
税

務
課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
係

長
﹀
木
村
慎
一
▽
生
活
環
境
課
長

補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
︿
生
活
環

境
課
長
補
佐
﹀
髙
橋
淳
一
▽
洞
爺

総
合
支
所
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼

環
境
施
設
係
長
︿
介
護
高
齢
課
介

護
保
険
係
長
﹀
谷
澤
靖

■
係
長
職
▽
総
務
課
職
員
係
長

︿
住
民
税
務
課
住
民
・
戸
籍
年
金

係
長
﹀
津
谷
し
お
り
▽
総
務
課
自

治
防
災
室
安
心
安
全
係
長
︿
健
康

福
祉
課
福
祉
支
援
係
長
﹀
菊
地
将

平
▽
総
務
課
自
治
防
災
室
自
治
振

興
係
長
（
新
規
採
用
）
楽
木
拓
郎

▽
企
画
財
政
課
主
査（
広
報
）︿
上

下
水
道
課
水
道
係
長
兼
主
査
（
営

業
・
下
水
道
）﹀
大
西
慎
▽
住
民

税
務
課
住
民・戸
籍
年
金
係
長（
新

規
採
用
）
秋
山
世
奈
▽
住
民
税
務

課
国
民
健
康
保
険
係
長
︿
住
民
税

務
課
国
民
健
康
保
険
係
主
任
﹀
金

澤
瑞
保
▽
健
康
福
祉
課
福
祉
支
援

係
長
︿
総
務
課
職
員
係
長
﹀
江
辺

野
史
人
▽
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

係
長︿
健
康
福
祉
課
主
査（
保
健
）﹀

大
塚
千
恵
▽
子
育
て
支
援
課
本
町

保
育
所
主
査
︿
子
育
て
支
援
課
洞

爺
保
育
所
主
査
﹀
永
井
多
美
▽
介

護
高
齢
課
介
護
保
険
係
長
︿
総
務

課
自
治
防
災
室
自
治
振
興
係
長
﹀

近
藤
裕
幸
▽
農
業
振
興
課
主
査

（
農
業
振
興
）︿
洞
爺
総
合
支
所
副

支
所
長
経
済
部
農
業
振
興
課
長
﹀

片
岸
昭
弘
▽
上
下
水
道
課
水
道
係

長
兼
主
査
（
下
水
道
）︿
経
済
部

次
長
建
設
課
長
事
務
取
扱
﹀
篠
原

哲
也
▽
上
下
水
道
課
主
査（
水
道
）

︿
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
長
﹀

浜
中
正
志
▽
洞
爺
総
合
支
所
地
域

振
興
課
地
域
住
民
係
長
︿
洞
爺
総

合
支
所
地
域
振
興
課
地
域
住
民
係

主
任
﹀
福
島
志
保
美

︻
教
育
長
部
局
︼

■
課
長
職
▽
教
育
推
進
課
長
︿
経

済
部
産
業
振
興
課
長
﹀
仙
波
貴
樹

■
課
長
補
佐
職
▽
教
育
推
進
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
兼
教
育
政
策
係

長
︿
教
育
推
進
課
長
補
佐
兼
学
校

教
育
係
長
﹀
春
名
宣
寛
▽
社
会
教

育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長

︿
教
育
推
進
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
兼
教
育
政
策
係
長
﹀
大
楽
泰
生

■
係
長
職
▽
教
育
推
進
課
学
校
教

育
係
長
︿
社
会
教
育
課
長
補
佐
兼

社
会
教
育
係
長
﹀
高
木
淳
市

「特殊詐欺」とは、犯人が電話やハガキなどで親

族や役場職員を名乗って被害者を信じ込ませ、

現金や通帳・キャッシュカードをだまし取った

り、保険料の還付金が受け取れるなどと言って

ＡＴＭを操作させ、犯人の口座に送金させる犯

罪です。

こんなセリフに要注意！
▶「会社のお金をなくした…」「のどの調子が悪
い…」「内緒にして…」
家族を装って金銭を要求します。必ず本人にか

け直して確認しましょう。
▶「保険料の還付がある」「通帳・キャッシュカー
ドを預かる」
役場職員は通帳やキャッシュカードを預かるこ

とはありません。絶対に渡さないでください。
▶「未払い料金がある」「早く支払わないと裁判
になる」
おかしいなと思ったら家族や警察相談ダイヤル

（♯ 9110）に相談しましょう。

■問合せ 総務課自治防災室（☎ 74－ 3000）

 　　
それって詐欺かも !?

特殊詐欺に気をつけて‼

！

 人事異動のお知らせ
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暮
ら
し

国
民
年
金
は
想
定
外
の
リ
ス
ク

に
対
応
で
き
る
「
国
の
保
険
」
で

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
す
る
と
、
老
後
の
年
金
だ

け
で
な
く
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
ま
で
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

▼
老
齢
基
礎
年
金
︵
65
歳
に
な
っ

た
と
き
︶
︙
国
民
年
金
を
10
年
以

上
納
付
し
た
人
が
65
歳
か
ら
受
け

取
る
老
後
の
た
め
の
年
金
で
す
。

▼
障
害
基
礎
年
金
︵
病
気
や
ケ
ガ

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
︶
︙
国
民

年
金
加
入
中
に
、
病
気
や
ケ
ガ
が

原
因
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
た

め
の
年
金
で
す
。

※
20
歳
前
に
発
生
し
た
障
害
も
支

給
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
遺
族
基
礎
年
金
︵
年
金
を
受
給

し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と

き
︶
︙
国
民
年
金
に
加
入
中
の
人

が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
遺
族
の
た

め
の
年
金
で
す
。
原
則
、
18
歳
未

満
の
子
の
あ
る
配
偶
者
と
18
歳
未

満
の
子
が
支
給
対
象
と
な
り
ま

す
。

■
問
合
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所
お

客
様
相
談
室
（
☎
０
１
４
３
―

24
―
５
０
６
１
）
住
民
税
務
課　

住
民
・
戸
籍
年
金
係
（
☎
74
―

３
０
０
２
）

４
月
１
日
よ
り
、
虻
田
地
区
で

運
行
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
賃
が
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
。

▼
一
般

２
０
０
円
▼
高
齢
者

︵
70
歳
以
上
︶・
障
が
い
者
・
小
学

生

１
０
０
円
▼
幼
児

無
料

虻
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

は
毎
週
月
~
土
曜
日
の
運
行
で

す
。
時
刻
表
な
ど
は
役
場
窓
口
や

各
バ
ス
停
で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ

企
画
財
政
課
（
☎
74

―
３
０
０
４
）

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
係
留
場
所

洞
爺
湖
町
虻
田
漁

港
大
磯
分
区

▼
募
集
隻
数

１
隻
（
船
舶
の
長

さ
５
ｍ
以
上
７
ｍ
未
満
）

▼
使
用
料
︵
年
額
︶
船
舶
の
長

さ
１
ｍ
あ
た
り
町
民
６
８
０
０

円
。
町
民
以
外
８
１
０
０
円

▼
係
留
期
間

５
月
１
日
~
令
和

９
年
３
月
31
日
（
年
度
単
位
で
の

１
年
更
新
）

▼
申
込
方
法

申
請
書
は
産
業
振

興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）。
申
込
希
望
者
は
電
話
な
ど

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

４
月
10
日
~
22
日

※
希
望
者
多
数
の
場
合
、
加
点
方

式
（
町
内
在
住
の
有
無
な
ど
）
に

よ
る
選
考
を
行
い
、
同
点
者
が
い

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
（
☎
74

―
３
０
０
５
）

　
４
月
１
日
か
ら
改
正
道
路
交
通

法
が
施
行
さ
れ
、
自
転
車
の
一
定

の
違
反
に
交
通
反
則
通
告
制
度

（
青
切
符
）
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
を
運
転

す
る
際
は
「
免
許
は
な
く
て
も
ド

ラ
イ
バ
ー
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
責
任
あ
る
運
転

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
警
察
庁
の
「
自
転
車

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

総
務
課
自
治
防
災
室

（
☎
74
―
３
０
０
０
）

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
の
所

有
（
使
用
）
者
が
納
め
る
道
税
で

す
。
納
税
通
知
書
は
、
５
月
７
日

に
全
道
一
斉
発
送
予
定
で
す
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
い
、
納
付
書
に
印
刷
さ
れ
て

い
る
地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま

た
は
ｅ
Ｌ
番
号
で
ス
マ
ホ
決
済
ア

プ
リ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の

納
税
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は「
地

方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」ま
た
は「
北

海
道
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

札
幌
道
税
事
務
所
自

動
車
税
部
（
☎
０
１
１
―
７
４
６

―
１
１
９
０
）

春
先
か
ら
初
夏
に
か
け
て
、
カ

国
民
年
金
保
険
料
の
未

納
に
注
意
！

国
民
年
金
か
ら

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

虻
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
賃
改
定

自
転
車
の
交
通
反
則
通
告

制
度︵
青
切
符
︶が
導
入

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
で
す

カ
ラ
ス
の
営
巣
に
よ
る
電

器
事
故
防
止
に
協
力
を

お知らせ
information
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ラ
ス
の
営
巣
が
増
え
、
市
街
地
の

電
柱
に
も
作
ら
れ
ま
す
。
巣
の
材

料
と
な
る
針
金
や
ハ
ン
ガ
ー
な
ど

が
電
線
に
触
れ
る
と
停
電
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ほ
く
で
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
巡

視
な
ど
を
行
い
、
電
柱
の
上
に
巣

を
発
見
し
た
ら
取
り
除
い
て
い
ま

す
。
地
域
の
目
撃
情
報
で
巣
を
取

り
除
き
、
停
電
を
防
げ
た
事
例
が

数
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
発
見
し

た
ら
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
室
蘭
支
店
（
☎
０
１
２
０

―
０
６
０
―
１
８
１
３
）

　
令
和
８
年
３
月
分(

４
月
納
付

分
）
か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・

28
％
（
マ
イ
ナ
ス
０
・
03
％
ポ
イ

ン
ト
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

62
％
（
プ
ラ
ス
０
・
03
％
ポ
イ
ン

ト
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
令
和

８
年
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
よ

り
始
ま
る
子
ど
も
子
育
て
支
援

金
率
は
０
・
23
％
と
な
り
ま
す
。 

■
問
合
せ　
全
国
健
康
保
険
協
会

（
協
会
け
ん
ぽ
）北
海
道
支
部（
☎

０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
６
４
）

　

近
頃
、
生
活
環
境
課
に
「
犬
の

ふ
ん
」
に
関
す
る
苦
情
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ふ
ん
の
放
置
は
周

囲
を
不
快
に
さ
せ
る
ほ
か
、
衛
生

的
に
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
散
歩

の
際
は
公
共
の
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、

他
人
の
家
の
前
や
敷
地
に
ふ
ん
を

放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼ 
飼
い
主
の
責
任

１
・
散
歩
の
際
は
犬
の
ふ
ん
を
持

ち
帰
る
た
め
の
袋
な
ど
を
必
ず
持

参
し
て
下
さ
い
。

２
・
他
人
の
敷
地
な
ど
周
囲
に
迷

惑
を
か
け
る
場
所
で
犬
の
ふ
ん
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

３
・
散
歩
中
は
必
ず
リ
ー
ド
を
付

け
、放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

※
長
過
ぎ
る
リ
ー
ド
は
人
に
も
犬

に
も
危
険
で
す
。

▼
条
例
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

　

犬
の
ふ
ん
の
放
置
に
つ
い
て

は
、
洞
爺
湖
町
さ
わ
や
か
環
境
条

例
で
「
町
民
及
び
滞
在
者
等
は
公

共
の
場
所
及
び
そ
の
他
の
者
が
占

有
す
る
場
所
に
、犬
、猫
等
の
ペ
ッ

ト
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

が
保
険
料
率
変
更
改
定

放
置
さ
れ
た
犬
の
ふ
ん
で

困
っ
て
い
ま
す

児童手当・児童扶養手当制度のお知らせ
１．児童手当
高校卒業までの児童を養育している人全員に支給
されます。出生・転入・転出などのときに手続きが
必要です。公務員は勤務先で手続きしてください。
▶支給対象　18歳到達後最初の３月31日までの児
童を養育している人
▶支給月額　児童の年齢や区分などで金額が変動
（別表参照）
▶支給時期　偶数月にそれぞれの前月分まで（2か
月分）の手当を支給

２．児童扶養手当
死別や離婚などで、父または母と生計を別にして
いる児童を養育している人に支給される手当です。
手当を受けるためには申請手続きが必要です。
▶支給対象　母子家庭の母、父子家庭の父、父ま
たは母に替わって養育している人
▶支給期間　児童が18歳に到達した日以後の最初
の３月31日まで（児童が心身に中程度以上の障がい
を有する場合は20歳未満まで）
▶支給月額　受給者と扶養義務者（同居する家族な
ど）の所得などにより支給月額が変動。そのため、
手当の全部または一部を支給しない場合があります
（全額支給、一部支給、全額支給停止のいずれかに
決定。別表参照）
▶支給時期　奇数月にそれぞれの前月分（２か月分）

までの手当を支給
※これらの手当は申請手続きが遅れると、原則、遅
れた月分の手当が受けられなくなりますので、ご注
意ください。手続きに必要なものは世帯の状況によ
り異なりますので、詳しくは問い合わせください。
■問合せ	 子育て支援課子育て支援係（☎82-7100）

児童手当 区分 支給月額
（１人当たり）

３歳未満
第１子・第２子 15,000円

第３子以降 30,000円

３歳以上
第１子・第２子 10,000円

第３子以降 30,000円

児童扶養手当
支給月額

全額支給 一部支給

第１子 48,050円 48,040円～
11,340円

第２子以降
加算額 11,350円 11,340円～

　5,680円
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お知らせ

供
す
る
名
簿
か
ら
除
外
で
き
ま

す
。

▼
対
象
者

洞
爺
湖
町
に
住
民
登

録
さ
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
度
に

18
歳
に
到
達
す
る
人
（
平
成
20
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人
）

▼
受
付
期
間

４
月
30
日
ま
で

▼
申
請
者

本
人
ま
た
は
法
定
代

理
人
（
保
護
者
な
ど
）
※
情
報
提

供
対
象
者
が
18
歳
に
到
達
し
て
い

な
い
（
未
成
年
）
場
合
は
、
法
定

代
理
人
（
保
護
な
ど
）
が
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
方
法

総
務
課
窓
口
ま
た

は
郵
送
※
法
定
代
理
人
ま
た
は
そ

の
他
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課

総
務
係
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課
（
☎
74
―

３
０
０
０
）

　
胆
振
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で

は
、
会
員
の
親
ぼ
く
と
つ
な
が
り

を
目
的
に
様
々
な
行
事
を
行
っ
て

要
員
の
み
②
６
月
13
日
（
土
）

■
問
合
せ　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

（
☎
０
１
４
３
―
44
―
９
５
３
３
）

▼
資
　
格　
高
校
の
入
学
資
格
を

有
し
、
多
数
人
に
飲
食
物
を
供
与

す
る
施
設
で
令
和
８
年
５
月
15
日

（
金
）
ま
で
に
２
年
以
上
調
理
業

務
に
従
事
し
た
者

▼
受
付
期
間　
４
月
30
日
（
木
）

~
５
月
15
日
（
金
）
※
受
験
手
数

料
６
９
０
０
円

▼
試
験
期
日　
８
月
25
日
（
火
）

■
申
込
み
・
問
合
せ　
北
海
道
室

蘭
保
健
所
（
☎
０
１
４
３
―
24
―

９
８
４
７
）　

▼
訓
練
科
名　
情
報
シ
ス
テ
ム
１

（
定
員
20
人
）

調
理
師
試
験

公
共
職
業
訓
練
生
募
集

い
ま
す
。
洞
爺
湖
支
部
で
は
、
胆

振
管
内
の
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
の
参
加
や
バ
ス
の
視
察
研

修
旅
行
、
新
年
親
ぼ
く
会
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る

人
、
新
た
に
手
帳
の
交
付
を
受
け

ら
れ
る
人
の
ほ
か
、
サ
ポ
ー
ト
す

る
賛
助
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
仲
間
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
？

▼
料
　
金　
年
会
費
１
８
０
０
円

■
問
合
せ　
胆
振
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
洞
爺
湖
支
部
事
務
局
（
☎

76
―
４
３
６
３
）

▼
募
集
種
目　
①
第
２
回
自
衛
隊

幹
部
候
補
生
②
第
２
回
幹
部
候
補

曹▼
資
　
格　
①
⑴
大
卒
程
度
試
験

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
⑵
院
卒

者
試
験　
20
歳
以
上
28
歳
未
満
⑶

歯
科・薬
剤
科　
専
門
の
大
卒（
見

込
含
む
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
②

20
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　

①
②
４
月
22
日

（
水
）
~
６
月
５
日
（
金
）
ま
で

▼
試
験
期
日　
①
６
月
13
日（
土
）

14
日
（
日
）
※
14
日
は
海
の
飛
行

募
　
集

身
体
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ

自
衛
官
採
用
試
験

生ごみの約８０％は水分と言わ
れ、ほんの少しの工夫で簡単に
減らすことができます。食品ロ
スの観点からも「生ごみ３キリ
運動」を始めてみませんか？　

以下の QR コードから、食品ロ
スを減らすための事例を紹介し
ております。
はじめよう！
生ごみ３キリ運動
１．使いキリ…食材を必要な分
だけ買い、正しい保存で無駄な
く使い切る。
２．食べキリ…残り物の上手な
保存やアレンジレシピで残さず
食べきる。
３．水キリ…捨てる前に生ごみ
をひと絞りして水気をきる。

第３回
「生ごみを減らそう！」

ゴミを

減らそう
大作戦!!

シリーズシリーズ

■
問
合
せ　
生
活
環
境
課
（
☎
74

―
３
０
０
５
）

現
在
、町
で
は
後
継
者
問
題（
事

業
承
継
）
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
実

態
把
握
を
目
的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
回
答
内

容
は
、
今
後
の
支
援
策
や
施
策
の

参
考
と
し
ま
す
の
で

町
内
事
業
者
の
皆
様

は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産
・

商
工
係
（
☎
74
―
３
０
０
５
）

町
で
は
、
自
衛
隊
法
施
行
令
第

１
２
０
条
に
基
づ
く
依
頼
に
よ

り
、
防
衛
大
臣
に
対
し
自
衛
官
な

ど
の
募
集
に
関
す
る
募
集
対
象
者

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
個
人

情
報
の
提
供
を
望
ま
な
い
人
へ
の

配
慮
と
し
て
「
除
外
申
請
」
の
手

続
を
す
る
こ
と
で
、
自
衛
隊
へ
提

行
　
政

事
業
継
承
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

自
衛
官
募
集
の
対
象
者

情
報
除
外
申
請
を
受
付
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お知らせ

30
分
~
15
時
30
分

■
申
込
み
・
問
合
せ　
ウ
ト
ゥ
ラ

ノ
（
☎
76
―
２
７
９
４
）

　
　
　

　
離
職
者
、
求
職
者
、
退
職
を
考

え
て
い
る
人
の
職
業
訓
練
、
再
就

職
な
ど
の
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
期
　
間　
５
月
29
日
（
金
）
ま

で
※
金
~
日
曜
・
祝
日
を
除
く
９

時
~
19
時
30
分
。
要
事
前
予
約
。

▼
場
　
所　
室
蘭
高
等
技
術
専
門

学
院

②
５
月
21
日
（
木
）
13
時
30
分
~

15
時

▼
場
　
所　

①
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
②
洞
爺
湖
町
役
場

▼
担
　
当　
①
池
田
翔
一
弁
護
士

（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）
②
井

口
敦
弁
護
士
（
池
田
翔
一
法
律
事

務
所
）

▼
予
約
フ
ォ
ー
ム
は

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

■
問
合
せ

住
民
税
務
課
住
民
・

戸
籍
年
金
係
（
☎
74

－

３
０
０
２
）

　
　

　
相
続
手
続
、
契
約
手
続
、
遺
言

書
や
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
　
時　
①
４
月
18
日
（
土
）

②
５
月
16
日
（
土
）
９
時
30
分
~

12
時

▼
場
　
所　
ウ
ト
ゥ
ラ
ノ

■
問
合
せ　
北
海
道
行
政
書
士
会

室
蘭
支
部
（
☎
82

－

７
０
２
３

担
当
:
河
合
）

　
働
き
た
い
人
を
応
援
す
る
無
料

出
張
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
む

ろ
ら
ん
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
働
き
た
い
人
の
就

労
支
援
施
設
で
す
。
そ
の
他
、
就

労
相
談
も
歓
迎
で
す
。

▼
日
　
時　
５
月
９
日
（
土
）
13

時
30
分
~
15
時
30
分

▼
場
　
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

▼
対
　
象

15
歳
か
ら
49
歳
の
人

と
家
族

■
問
合
せ　
む
ろ
ら
ん
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎

０
１
４
３
―
50
―
６
１
８
６
）

■
問
合
せ　

室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
☎
０
１
４
３
―
44

－

７
８
２
０
）　

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

法
律
相
談
は
事
前
予
約
制
で

す
。
希
望
す
る
人
は
２
日
前
の
17

時
ま
で
に
、
予
約
フ
ォ
ー
ム
も
し

く
は
役
場
住
民
税
務
課
住
民
・
戸

籍
年
金
係
へ
電
話
に
て
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

　
枠
が
埋
ま
り
次
第
締
切
で
す
。

▼
日
　
時　
①
５
月
７
日
（
木
）

無
料
法
律
相
談
会

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂開
催

働
き
た
い
人
の
た
め
の

出
張
相
談
会

啓
蟄
や
育
ち
ゆ
く
児
の
逞
し
く

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風

春
雨
や
静
か
な
町
に
夜
来
た
る

　
　

川
上
智
恵

通
い
路
の
露
出
で
来
る
浮
御
堂

　
　

亀
倉
千
鶴
子

啓
蟄
や
も
ぐ
ら
叩
き
の
や
う
な
も
の

　
　
　
　
　
　

長
曾
我
部
弓
子

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

３
月
定
例
会

故宮内順一さん
■１月 24 日■ 89 歳■遺族は八千代さん■財田
故阿部宣子さん
■１月９日■ 97 歳■遺族は輝夫さん■虻６区
故阿部實さん
■２月 15 日■ 76 歳■遺族は真佐子さん■温８区
故畠山好子さん
■２月 17 日■ 89 歳■遺族は美江子さん
故武川キヨミさん
■２月 18 日■ 97 歳■遺族は規幸さん■虻１区
故牧野貞之さん
■２月 22 日■ 89 歳■遺族は幸子さん■虻１区
故守屋富士子さん
■２月 23 日■ 69 歳■遺族は英樹さん■入１区
故秋田和彦さん
■２月 25 日■ 96 歳■遺族は奈樹佐さん■温８区
故山下幸子さん
■２月28日■78歳■遺族は國分利栄子さん■温８区
故稲垣妙子さん
■３月１日■ 71 歳■遺族はさやかさん■虻３区
故中田富子さん
■３月２日■ 85 歳■遺族は篠原豪さん■虻６区
故熊谷希章さん
■３月３日■ 88 歳■遺族は深雪さん■虻８区
故亀田信子さん
■３月５日■ 87 歳■遺族は彦一さん■温１区
故南部てるさん
■３月６日■ 93 歳■遺族は久子さん■青１区

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

２月 20日から３月 19日届出分
広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

▼
募
集
期
間　
４
月
17
日
（
金
）

ま
で

▼
訓
練
期
間　
５
月
８
日
（
金
）

~
８
月
７
日
（
金
）

▼
実
施
場
所　
ジ
ョ
ブ
ト
レ
室
蘭

■
問
合
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
達

（
☎
23
―
２
０
３
４
）

　
ア
イ
ヌ
刺
し
ゅ
う
に
必
要
な
太

い
縫
い
針
や
は
さ
み
を

収
納
で
き
る
道
具
入
れ

を
作
成
し
ま
す
。

▼
日
　
時

5
月
26
日
（
火
）・

28
日
（
木
）・
30
日
（
土
）
９
時

相
　
談

裁
縫
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
を

持
ち
歩
こ
う

職
業
訓
練
等
個
別
相
談
会
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さわやかだより

こども家庭センター
４月より開設！

　こども家庭センターは「子育て世代包括支援センター」
と「子ども家庭総合支援拠点」を統合した施設です。
　こどもの相談や困り事への対応のほか、関係機関と連
携した、妊産婦から子育て中の保護者や子どもへの支援
を行います。

保健師などの職員が対応します。必要に応じて、関係機関をご
紹介します。

子育てに関する相談対応や、必要な手続きのご案内、児童虐待
に関する相談も受け付けています。

子育て支援センターって何するところ？
日程 テーマ・場所 受付期間

5/12（火） 「癒しのハーブ」
場所：健康福祉センターさわやか 4/13～5/8

5/26（火） 「マッサージでリフレッシュ」
場所：洞爺ふれ愛センター 4/13～5/22

6/16（火） 「ベビーマッサージ	オイル無し」
場所：健康福祉センターさわやか 4/13～6/12

7/14（火） 「シーグラスフォト」
場所：洞爺ふれ愛センター 4/13～7/10

8/4（火） 「産後ケアと抱っこのお話し」
場所：洞爺ふれ愛センター 4/13～7/31

9/8（火） 「野菜、大変身おやつ」
場所：健康福祉センターさわやか 4/13～9/4

10/6（火） 「モザイクアート」
場所：洞爺ふれ愛センター 4/13～10/2

11/10（火） 「おたのしみ制作」
場所：健康福祉センターさわやか 4/13～11/7

12/8（火） 「身体も心もヨガでほっこり」
場所：洞爺ふれ愛センター 4/13～12/4

1/12（火）
「絵本に親しもう」
場所：健康福祉センターさわやか
教育委員会共催

4/13～1/8

1/26（火） 「災害に備えましょう」
場所：ひまわり団地集会所 4/13～1/22

2月
日程未定（火）

「アイシングクッキーづくり」
場所：健康福祉センターさわやか 4/13～2月中

　子育て支援センターは、小学校入学前（就学前）のお
子さんとその保護者の方が安心して利用できる子育て活
動の場です。子育て支援センターでは様々な活動をして
いますので、いつでもお気軽に遊びに来てください！

具体的な事業は？
・子育て支援センターの開設
・保育所開設（各保育所で実施）
・子育て支援センターだより「なかよしメール」の発行
・子育て教室「キラキラティータイム」
・子育て相談（電話・来所・訪問相談）など

■申込み・問合せ　洞爺湖町子育て支援センター
（洞爺湖町本町 42-1 本町保育所内　☎ 76 ｰ 2008）

Q		誰が相談に乗ってくれるの？

Q		どんなサポートをしてくれるの？

・初めての妊娠出産で不安
・出産準備は何が必要？
・母乳は足りてるのかな？
・赤ちゃんが
泣いてばかり
で心も体もヘ
トヘト

妊娠・産後

・こどもの発達が遅れていない
か心配
・こどもとの関わり方がわから
ない
・イライラしていつかこどもに
あたってしまいそう
・離乳食って何がい
いの？

乳幼児期

・かんしゃくが多く、どう対応
していいかわからない
・きょうだいや親の世話で自分
の時間が
ない
・もしかし
てあれって
虐待？

子育て

相　

談　

例

全年齢のこどもに関する相談を受け付け、こども・子育てに関して一体的に支援します。
まずはお気軽にご相談ください。

☎ 82ｰ7100 洞爺湖町こども家庭センター
洞爺湖町栄町 63-1（健康福祉センターさわやか内）

申込み
問合せ

キラキラティータイムって？
　子育て中の様々な疑問や悩み・こどもの成長と発達・遊
びや友だち関係・親子関係などを講師から学び、保護者の
みなさんのリフレッシュや子育ての情報交換ができる楽し
い講座を企画しています。

▶ 時間　受付時間 9：45、開始 10：00から（約 1時間 30分）
▶ 対象　0歳（6か月以上）～未就学のこどもを持つ保護者
（保育所、幼稚園に通っているお子さんの保護者参加OK）
妊産婦さんの参加もOKです※洞爺湖町内在住者
▶ 定員　先着 10組		※予約制、定員になり次第締め切る場
合があります

令和 8年度の実施はこちら！

妊産婦さんの参加もOKです※洞爺湖町内在住者
▶ 定員　先着 10組		※予約制、定員になり次第締め切る場
合があります
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絵本の玉手箱　４月のおはなし会
■日　時 ① 4 月 14 日 (火)、28 日 (火)10
時～ 11 時 30 分② 4 月 17 日（金）14 時～
15 時 30 分
■場　所　①あぶた母と子の館②あぶた読
書の家
キッズタイム
■日　時 4月18日(土)10時～11時30分
■場　所　あぶた母と子の館
■対　象 乳幼児および保護者
■問合せ　佐藤（☎ 76-2487）

あぶた読書の家 （☎ 76-2100）
［時間］10時～ 16時 30分	 ［休館日］木曜日、祝日
みずうみ読書の家（☎76-2100〈あぶた読書の家〉）
［時間］９時～ 17時　	 ［休館日］木曜日、祝日
洞爺総合センター図書室 （☎ 82-5111）
［時間］９時～ 16時 30分　	［休館日］なし

数えてみよう‼数え方大図鑑
青山由紀
　子どもたちの「これはどう数え
るのだろう？」「どんな数え方が
あるの？」にこたえる助数詞の図
鑑。数えるものをジャンルごとに
7つに分け、数え方を紹介し、数
え方の原則や特殊な数え方を解説
します。（あぶた読書の家所蔵）

今月の
リポーター
白澤 祐子さん

vol.95

洞
爺
湖
町
に
移
住
し
て
か

ら
あ
っ
と
い
う
ま
に
２

年
が
経
ち
ま
し
た
。
令
和
７
年

度
に
お
い
て
は
定
住
に
向
け
て

の
目
標
も
定
ま
り
、
充
実
し
た

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
か
ら
健
康
福
祉
課
で
従

事
し
て
お
り
、
令
和
８
年
１
月

よ
り
本
格
的
に
開
始
し
た
「
介

護
予
防
・
地
域
さ
さ
え
あ
い
事

業
」
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
は
高
砂
町
に
あ
る
ひ

ま
わ
り
団
地
集
会
所
で
、
月
水

金
の
週
３
回
開
設
し
て
い
る

「
町
の
集
会
所
」
に
お
い
て
、

運
動
や
ゲ
ー
ム
・
麻
雀
、
お
茶

会
な
ど
を
お
楽
し
み
い
た
だ
い

た
り
、
専
門
家
へ
の
相
談
会
や

週
に
１
度
の
食
事
会
な
ど
も

行
っ
て
お
り
、
お
子
様
か
ら
高

齢
者
ま
で
す
べ
て
の
年
代
で
共

有
し
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
地
域
支
援
推

進
員
と
し
て
月
に
１
度
開
催
さ

れ
る
「
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
」
を

実
施
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
毎
回

テ
ー
マ
を
変
え
て
認
知
症
患
者

へ
の
正
し
い
理
解
や
関
わ
り
方

を
知
り
、
も
し
認
知
症
に
な
っ

た
と
し
て
も
で
き
る
こ
と
を
優

先
し
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
協
力
隊
活
動
の
中

で
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
タ
ッ
チ
セ
ラ

ピ
ス
ト
と
い
う
資
格
を
取
得
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、ハ
ン
ド
セ
ラ
ピ
ー

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
は
あ

と
１
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
洞

爺
湖
町
の
皆
様
の
健
康
寿
命
の

延
伸
や
認
知
症
予
防
、
フ
レ
イ

ル
予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目

標
に
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
あ
ぶ
た
読
書
の
家

＜

一　
般＞

▽
海
蝶
沈
黙
の
ヨ

ダ
（
吉
川
英
梨
）
▽
か
え
る
生
活

（
群
よ
う
こ
）
▽
パ
ル
テ
ィ
ー
タ

を
鳴
ら
す
ま
で
（
せ
や
ま
南
天
）

▽
家
族
（
葉
真
中
顕
）
▽
グ
ロ
リ

ア
ソ
サ
エ
テ
（
朝
井
ま
か
て
）
▽

分
裂
蜂
起
（
佐
々
木
譲
）
▽
じ
ゃ

あ
、こ
れ
は
殺
人
っ
て
こ
と
で（
東

川
篤
哉
）
▽
数
学
者
と
聖
骸
布
騎

士
団
（
藤
本
ひ
と
み
）
▽
晴
れ
の

日
の
木
馬
た
ち
（
原
田
マ
ハ
）
▽

う
ら
ぎ
り
長
屋
（
高
瀬
乃
一
）
▽

初
雪
海
は
灰
色
第
一
部
（
柴
田

よ
し
き
）

＜

児
童
書＞

▽
ぼ
く
ら
と
モ
リ

ボ
ウ
の
ひ
み
つ
の
時
間
（
実
島
な

ほ
子
）
▽
も
ぐ
の
お
て
ん
き
ま
ー

と
（
ト
ー
マ
ス
・
リ
ー
）
▽
転
校

先
の
小
学
校
が
思
っ
て
い
た
の
と

ち
が
っ
た
２
（
緑
川
聖
司
）
▽
火

を
使
わ
な
い
！
チ
ャ
チ
ャ
ッ
と
め

ん
（
宮
沢
う
ら
ら
）
▽
ど
く
あ
る

い
き
も
の
（
船
山
信
次
）
▽
見
分

け
て
み
よ
う
！
お
い
し
い
く
だ
も

の
ど
~
れ
だ
？
（
網
野
文
絵
）
▽

ち
き
ゅ
う
ち
ょ
う
さ
だ
ん
（
大
串

ゆ
う
じ
）
▽
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ

ニ
セ
ゾ
ロ
リ
あ
ら
わ
る
！
！
（
原

ゆ
た
か
）
▽
ふ
た
り
は
ニ
コ
イ
チ

そ
っ
く
り
さ
ん
は
ヒ
ミ
ツ
の
親
友

（
夜
野
せ
せ
り
）

■
洞
爺
総
合
セ
ン
タ
ー
図
書
室

＜

一　

般＞

▽
時
の
家
（
鳥
山

ま
こ
と
）
▽
神
の
蝶
、
舞
う
果
て

（
上
橋
菜
穂
子
）▽
世
界
99
上（
村

田
紗
耶
香
）
▽
世
界
99
下
（
村
田

紗
耶
香
）
▽
青
天
（
若
林
正
恭
）

＜

児
童
書＞
▽
９
９
９
ひ
き
の

き
ょ
う
だ
い
と
カ
ル
ガ
モ
ち
ゃ
ん

（
木
村
研
）
▽
ね
ず
み
と
チ
ー
ズ

て
つ
ど
う
（
長
崎
真
悟
）
▽
キ
リ

ン
リ
ン
リ
ン
（
ア
リ
ム
ラ
モ
ハ
）

▽
せ
か
は
す
て
き
で
あ
ふ
れ
て
い

る
（
大
森
裕
子
）
▽
も
も
ん
ち
ゃ

ん
こ
ろ
ん
（
と
よ
た
か
ず
ひ
こ
）

新
刊
案
内

から家書読 の
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春
の
全
道
火
災
予
防
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

統
一
標
語

　『
急
ぐ
日
も

　
足
止
め
火
を
止
め

準
備
よ
し
』

室
蘭・登
別・西
胆
振
３
消
防
本
部
の

室
蘭・登
別・西
胆
振
３
消
防
本
部
の

通
信
指
令
業
務
共
同
化
に
つ
い
て

通
信
指
令
業
務
共
同
化
に
つ
い
て

　
４
月
20
日（
月
）か
ら
30
日（
木
）

ま
で
の
11
日
間
に
渡
り
、
全
道
一

斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
冬
か
ら
春
へ
と
季
節

が
移
り
変
わ
る
こ
と
で
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
特
に
発
生
し
や
す

く
な
る
こ
の
時
季
に
、
火
災
予
防

思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
り
、
火

災
発
生
の
防
止
、
死
傷
事
故
や
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
洞
爺
湖
支
署
で
は
期
間
中
、
消

防
車
両
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
や

午
後
７
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
す

る
な
ど
、
安
全
で
安
心
な
町
づ
く

り
を
目
指
し
、
各
種
行
事
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

火
入
れ
の
時
季
と
な
り
ま
し
た

　
春
は
、
新
し
い
息
吹
が
芽
生
え

る
と
と
も
に
、
枯
草
が
目
に
つ
く

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
季

は
空
気
が
乾
燥
し
て
お
り
農
地
等

で
枯
草
焼
き
の
最
中
、
周
囲
に
一

気
に
燃
え
移
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と

し
た
火
の
不
始
末
で
火
災
に
な
る

危
険
性
が
高
く
、
消
防
車
の
出
動

す
る
機
会
が
多
い
時
季
で
も
あ
り

ま
す
。

　
火
入
れ
を
行
う
場
合
は
、
消
火

の
準
備
、
周
り
に
燃
え
移
ら
な
い

場
所
で
の
実
施
、
風
の
強
い
日
は

延
期
す
る
な
ど
火
災
の
発
生
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
ず

事
前
に
消
防
署
へ
電
話
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
現
在
︑
３
消
防
本
部
で
は
︑
通
信
指
令
業
務
を
室
蘭
市
消
防
総
合
庁

舎
内
の
新
た
な
消
防
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
１
１
９
番
を
受
付

す
る
こ
と
に
加
え
︑
消
防
車
や
救
急
車
の
出
動
を
一
括
で
管
理
す
る
こ

と
で
迅
速
な
出
動
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
︒

　
以
前
は
︑
管
轄
消
防
本
部
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
災
害
が
発
生
す

る
と
他
消
防
本
部
へ
の
応
援
依
頼
の
た
め
の
電
話
連
絡
に
時
間
が
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
こ
の
よ
う
な
手
続
き
の
時
間
を
無
く
し
︑
迅
速

な
出
動
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
通
信
指
令
業
務
共
同
化
の
狙
い
と
な
り
ま

す
︒
令
和
８
年
度
２
月
よ
り
﹁
西
い
ぶ
り
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
﹂
の
本

格
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
︒

格
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
︒

▼共同化イメージ

災
害
案
内
ダ
イ
ヤ
ル
の

お
知
ら
せ

　
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
で
は
消
防
車
が
火
災
出
動
し
た

場
合
、
自
動
音
声
に
よ
る
災
害
案

内
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
火
災
等

の
問
合
せ
は
左
記
の
電
話
番
号
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
災
害
案
内
:
０
５
０

－

５
８
１

０

－

１
９
１
６
︼

西
胆
振
行
政
事
務
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

　
各
種
試
験
案
内
・
講
習
会
の
お

知
ら
せ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
設

置
や
消
火
器
点
検
内
容
、
各
種
届

出
・
申
請
様
式
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

な
ど
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
は
、
広
報
発
信
た
め
公

式
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
コ
メ

ン
ト
の
応
答
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
上
か
ら
の
緊
急
通
報
や
出
動
要

請
は
一
切
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ

せ
に
つ
き
ま
し
て
は
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。

消
防
だ
よ
り
119119
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　3月 8日（日）に白滝ジオパーク（遠軽町）
にある遠軽町埋蔵文化財センターの瀬下直人
さんをお招きして、黒曜石にまつわるいろいろ
なお話をお聞きしました。当日は 14 名が参加
し、洞爺湖有珠山ジオパークと白滝ジオパーク
に共通する「火山活動」について、黒曜石を通
してみた旧石器時代から縄文時代にかけての
人々の暮らしや、実際に黒曜石に触れながらそ
の特徴について話してもらいました。

火山と地震の実験図鑑（小峰書店）
　「火山はどうして噴火するの？」「地震はどのように起こるの？」という疑問を、
秋田大学名誉教授の林信太郎先生が身近にあるものを使って解説。24の実験を
収録しています。

貸し出しを希望する人は、平日9時～ 17時に洞爺湖有珠山ジオパーク推進
協議会事務局（洞爺湖温泉洞爺湖観光情報センター2階）までお越しください。
※すでに借りられている場合は順番待ちとなります

実施しました！
白滝ジオパークと先史時代の白滝ジオパークと先史時代の
黒曜石利用について黒曜石利用について

ジオパーク講座

おすすめ本の紹介！

　黒曜石は、火山活動によってできた天然のガラスです。黒く見えるのは、
鉄の鉱物である「磁鉄鉱」が含まれているからです。
　白滝のジオパークは先史時代、この石の日本最大級の産地であり、北海
道から津軽海峡を越えて新潟県や山形県まで運ばれて使われていました。
白滝ジオパークで出土された黒曜石製の石器をはじめとした「北海道白滝
遺跡群出土品」は、旧石器時代の石器の移り変わりや製作の様子がよくわ
かる貴重な文化財として、2023 年に旧石器時代の資料としては国内で初め
て国宝に指定されました。

黒曜石とは黒曜石とは

白滝ジオパークで見られる黒曜石

世界へ発信！
２つのユネスコ遺産
世界へ発信！

２つののユネスコ遺産
■■問合せ問合せ　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室　世界ジオパーク・縄文世界遺産推進室（（☎ 82-3663）☎ 82-3663）



4月1日(水)
～5月27日(水)

ビエンナーレコレクション展Ⅰ

4月25日(土)
～5月9日(土)

洞爺まちづくり写真展

4月16日(木)
脳の健康教室
時 	9:45 ～ 15:00
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

17日(金)

保育所開放
時 	10:00 ～ 11:30
所 	本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
いきいき教室　春を楽しむ会

18日(土) 行政に関わるくらしの無料相談会

21日(火)
脳トレサロン
時 	10：00～ 11：30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

22日(水)
乳児・5 歳児健診
時 	13：00～
所 	健康福祉センターさわやか（☎ 76-4006）

23日(木)
脳の健康教室
時 	9:45 ～ 15:00
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

24日(金)

保育所開放
時 	10:00 ～ 11:30
所 	本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

30日(木)
脳の健康教室
時 	9:45 ～ 15:00
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）

5月1日(金)

保育所開放
時 	10:00 ～ 11:30
所 	本町保育所（☎ 76-2673）
あぶた麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

2日(土)
～3日(日)

ゴールデンウィークワークショップ ミニこいのぼ
りをつくろう！

7日(木)

脳の健康教室
時 	9:45 ～ 15:00
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
無料法律相談会

8日(金)

保育所開放
時 	10:00 ～ 11:30
所 	桜ヶ丘保育所（☎ 75-2088）
あぶた麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）
とうや麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 洞爺ふれ愛センター（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

12日(火)

子育て教室「キラキラティータイム」
時 	10:00 ～ 11:30
所 健康福祉センター（☎76-2008＜子育て支援センター＞）
コグニの集い
時 	10:00 ～ 11:30
所 洞爺駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

13日(水)
げんきクラブ
時 	12:00 ～ 15:30
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4006 ＜さわやか＞）

14日(木)

脳の健康教室
時 	9:45 ～ 15:00
所 	ウトゥラノ（☎ 76-4363 ＜社会福祉協議会＞）
げんきクラブ
時 	13:30 ～ 15:00
所 	洞爺ふれ愛センター（☎76-4006＜さわやか＞）

15日(金)

保育所開放
時 	10:00 ～ 11:30
所 	洞爺保育所（☎ 82-5559）
あぶた麻雀サロン
時 	13:30 ～ 16:30
所 駅交流センター2階（☎76-4363＜社会福祉協議会＞）

16日(土) 行政に関わるくらしの無料相談会

21日(木) 無料法律相談会

広報とうやこ広報とうやこ　20220266 年年 44 月月23

ピックアップイベントピックアップイベント

時間 場所時 所 詳 詳細イベントカレンダーの見方

イベントカレンダーイベントカレンダー

ｐ 18詳

ピックアップイベント詳

洞爺湖芸術館からのお知らせ
《４月の開館時間》9：30 ～ 17：00（受付は 16：30 まで）
※月曜休館。月曜が祝祭日の場合は翌平日休館
ビエンナーレコレクション展Ⅰ
■日　程　４月1日（水）～５月27日（水）
ゴールデンウィークワークショップ
ミニこいのぼりをつくろう！
　薄い木材を切り取り＆お絵かきして、オリジナルのこ
いのぼりをつくろう！所要時間は約 30分。申し込み不
要で、材料がなくなり次第終了します。
■日　時　5月2日（土）、3日（日）11：00～14：00
■場　所　洞爺湖芸術館（主催：洞爺湖町教育委員会）
■参加料　300円（現金のみ）
	 ※町民以外は別途入館料が必要
■問合せ　洞爺湖芸術館（☎87 ｰ 2525）

洞爺まちづくり写真展
■日　時　4月25日（土）～5月9日（土）
■場　所　とうや水の駅
■料　金　無料
■問合せ　NPO法人洞爺まちづくり観光協会
	 （☎ 82 ｰ 5277）

ピックアップイベント詳

ピックアップイベント詳

ｐ 18詳

ｐ 18詳

ｐ 18詳

　NPO法人洞爺まちづくり観光協会

いきいき教室　春を楽しむ会
■日　時　4月17日（金）9：30集合
■場　所　月浦森林自然公園
■持ち物　飲み物、手袋、長靴、歩きやすい服装
■料　金　無料
■問合せ　いきいき教室・青木（☎ 090 ｰ 5075 ｰ 7800）

ピックアップイベント詳



広
報
と
う
や
こ

東奔西走

虻田中学校で開かれる卒業式も最後となりました。今
号が配られるころには虻田の小中学生が同じ校舎で

学ぶことになります。歴史ある校舎との別れはさみしい
ですが新たな学校風景もなじみ深いものになれば。（Ｄ.Ｙ）

人事異動により、私が広報の作成に携わるのは今号で最後
となりました。３年間お世話になりましたが、取材のた

びに元気な町民の方とお会いできて、とても楽しかったです。
今後とも「広報とうやこ」をよろしくお願いします。（Y.Ａ）

スポットライト

Spotlight

profi le
昭和 47 年２月８日
生まれ。室蘭市出身。
趣味は犬の訓練。

嘱託警察犬を育てる

久保田 環さん

町公式LINEを友だち追加！町公式LINEを友だち追加！
　イベントや防災な
ど 様 々 な 情 報 に 加
え、フルカラー版広
報紙もご覧いただけ
ます！

発
行
日　
令
和
８
年
４
月
10
日

通　
巻　
第
2
４
１
号

■
編

集
・

発
行

　
洞

爺
湖

町
総

務
部

企
画

財
政

課
広

報
統

計
係

　
〒

049-5692
洞

爺
湖

町
栄

町
58番

地
　

☎
0142-74-3004

FAX0142-74-2121　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ド
レ

ス
  http://w

w
w

.tow
n.toyako.hokkaido.jp/　

■
印

刷
  文

栄
堂

印
刷

金
糸
で
「
P
O
L
I
C
E

D
O
G
」
と
縫
い
取
ら
れ

た
帽
子
の
下
か
ら
の
ぞ
く
目
に

ま
っ
す
ぐ
注
が
れ
る
視
線
。「
イ
ー

リ
ス
」
と
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、

声
の
主
に
ぴ
た
り
と
寄
り
添
い
ま

す
。「
見
た
目
よ
り
ず
っ
と
人
懐
っ

こ
い
ん
で
す
よ
」。
リ
ー
ド
を
持

つ
久
保
田
さ
ん
は
愛
犬
に
笑
顔
を

向
け
ま
し
た
。

30
数
年
前
、
兄
の
ジ
ャ
ー
マ
ン

シ
ェ
パ
ー
ド
を
３
ヶ
月
ほ
ど
預

か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
自
ら

も
飼
い
主
に
。
シ
ェ
パ
ー
ド
特
有

の
高
い
資
質
を
社
会
に
生
か
す
た

め
、
北
海
道
警
察
が
行
う
嘱
託
警

察
犬
の
審
査
会
に
合
格
す
る
な
ど

実
績
を
積
み
重
ね
、
２
０
２
４
年

に
迎
え
た
イ
ー
リ
ス
も
審
査
を
突

破
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
高
い
能
力
が
求
め
ら
れ

る
日
本
警
察
犬
協
会
主
催
の
競
技

会
に
も
出
場
。
全
国
か
ら
集
ま
る

精
鋭
に
も
動
じ
ず
、
昨
年
は
初
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
競
技
会
な
ど
で
は
リ
ー
ド
無
し

で
足
跡
を
追
跡
し
、
遺
留
品
を
探

し
当
て
る
な
ど
の
成
果
を
残
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
来
の
持

久
力
で
粘
り
強
い
捜
索
を
行
う

イ
ー
リ
ス
は
、
筋
肉
質
の
外
見
か

ら
は
イ
メ
ー
ジ
で
き
な
い
ほ
ど

「
甘
え
ん
坊
な
性
格
」。
常
に
生
活

を
共
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
来
る
べ
く
し
て
来
た
と
言
う

ほ
ど
相
性
が
良
い
で
す
。
最
初
か

ら
私
を
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し

た
」
と
語
る
ほ
ど
の
仲
。
優
し
い

イ
ー
リ
ス
で
す
が
繊
細
な
一
面
も

あ
り
、
人
間
の
気
持
ち
を
的
確
に

読
み
取
り
ま
す
。
犬
と
の
関
係
は

「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
」

と
語
る
久
保
田
さ
ん
。
裏
表
が
無

く
、
心
を
開
く
と
全
幅
の
信
頼
を

寄
せ
る
一
方
、
真
逆
の
相
手
と
は

距
離
感
を
縮
め
ま
せ
ん
。
平
常
心

を
保
ち
、
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
わ

る
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
気
を
配
り
ま
す
。

　
「
い
つ
も
飼
い
主
だ
け
を
見
て

い
ま
す
」
と
言
う
愛
犬
の
目
に
応

え
る
た
め
、
心
掛
け
て
い
る
の
は

嘘
を
つ
か
な
い
こ
と
。何
を
求
め
、

何
を
返
す
べ
き
な
の
か
。
常
に
相

手
を
想
い
な
が
ら
積
み
重
ね
た
時

間
が
、
お
互
い
を
頼
れ
る
パ
ー
ト

ナ
ー
に
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

心
を
通
わ
す
パ
ー
ト
ナ
ー
は

　
　
　
　
　

ま
ち
の
頼
れ
る
警
察
犬
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